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論文内容の要旨

本論文は， 6 ， 7Liの低準位励起状態に関する部分と連続状態に関する部分より構成される。

低準位励起状態:最近，核子一核子散乱のデータを基に核子間有効相互作用が理論的に求められ，微視

的歪曲波 Born近似 (DWB A) による非弾性散乱の実験結果の解析が可能になってきた。さらに，偏極

陽子ビームを用いた核反応実験か可能になり，スピンに依存した情報が得られる様になってきた。一方，

実験データに対して，理論的見通しを持ちながら核子間有効相互作用や反応機構を議論するには，まず最

も簡単な配位を持つ 6， 1Li等から調べるべきである。

そ乙で，偏掴場子を用い， 6Li と 7Li について多様な反応過程(弾性散吉し非弾性散乱核子移行)

を通じて微分断面積，偏極分解能とスピン反転の角度分布を測定した。調べた励起状態は， 3+ , 0+ 

(6Li) 状態と 1/2-~7/2一( 7Li )状態である。さらに，乙れらの実験データを微視的DWBAと

巨視的DWBAでど乙まで再現できるのか，解析した。その結果， 6 Li の 0+ 励起状態は，微視的DWB

Aで良く説明でき，得られた実験データは， Cohen -Kurathの波動関数で=ほぼ記述で、きる乙とが分かっ

た。前方の断面積で強度不足がある乙とが分かったが，乙れはMl励起状態に於て一般に観測されている

現象である。 3+ ， 1/2ーと 7/2ーの励起状態は，どの実験データも分布の形，大きさがお互い非常に

良く似ており，乙れらは同じ機構によるものと考えられる。しかし 0+ 励起状態では異なり，微視的DW

BAで，これらの実験データの再現はできず，特に偏極分解能は全く説明出来なかった。巨視的モデルでミ

も矛盾なくすべての実験データが説明できたわけではない杭偏極分解能が微視的モデルに比べ良く再現

できる乙とが分かつた。また変形パラメターの値が大きく，乙れらの励起状態は集団性を示すが，乙れは

リチウム核カ特つクラスター構造の反映と考えられる。
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連続状態:本実験で， 6Li +p → α+d+p または 7 Li + p → α +t+p の過程を陽子の非弾性散

乱のエネルギースペクトルとして観測した。乙のしきい値付近の過程は breakup粒子 (α-d または

-t) 間の相対エネノレギ、ーが極めて小さい領域を観測しているととに対応している。 6Li と 7Li (p , p' ) 

の連続スペクトルは，その標的分解のしきい値からの立ち上がり方に著しい差が現れた。乙れは 6 Li が

α一 d R::壊れるためには その相対角運動が s-wa ve (L = 0 )より可能であるのに対し 7Li は α ー t

の角運動が p-wave (L = 1)よりのみ可能である乙とを反映している。

連続スペクトルのα-d または α-t 分解に対応する領域について，その断面積と偏極分解能の角度分

布を調べ，平面波衝撃近似 (PW 1 A) で解析した。その結果 6Li ， 7Li 共に連続スペクトノレは，主にリ

チウム中の粒子のノックアウト過程でほぼ説明出来ることが分かった。しかし前方散乱でその断面積が

急激に小さくなることは全く説明できなかった。最前方で乙の反応は，相対エネノレギーだけで、なく，相対

運動量もかなり小さい条件の反応を反映している。乙の条件で分裂した α-d (α-t )はお互いの核力

が及ぶ範囲にあり，再び結合して 6Li(7Li) になるため分解のチャンネ jレは関かない。乙れはリチウ

ムに限らず，弱結合のクラスター構造を持つ核で一般に起乙りうる反応機構と考えられる。

論文の審査結果の要旨

本論文は加速偏極陽子ビームと高分解能核反応粒子スペクトログラフ「雷電J スピン移行測定スペク

トログラフ iDUMAJ 等の高性能機器を駆使して偏極量(偏極分解能 スピン反転確率)測定を含む系

統的かっ精度の高い陽子散乱の実験を行った成果に関するものである。乙の実験を通じて 6Li 核と 7Li

核の低準位励起状態の構造とその分解反応の機構の詳細な解明がなされているo

本研究により 6Li 核と 7Li核の低準位励起状態は，微視的な原子核耕莫型で解釈できるものと，巨視的

な 6L i = (ヘリウム原子核プラス重陽子)ならびに 7Li = (ヘリウム原子核プラス三重水素〉のクラ

スター構造に基づく描像で説明される状態の 2 群に分類できる乙とが明らかにされた。

さらに標的核 6 Li と 7 Li の分解反応は 上記弱結合のクラスター構造に基づく反応機構の特徴を示

しており，特lと乙の反応において終状態相互作用の影響カキ刀めて実験的に示された。

よって，本論文は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認められるものである。
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